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１．はじめに

© JEITA

OCRとは

OCR（Optical Character Reader/Recognition）:光学文字認識
スキャナやカメラなどの光学的なデバイスを用いて，紙に印刷された文字や手書きの文字を
デジタル画像として取り込み，これらの画像から文字を識別し，テキストデータに変換する，
主に業務向けの製品。

紙媒体などの
文字情報

スキャンニングや
撮影により画像化

画像から文字データ
への変換
（文字認識）

・各種業務システムへのデータ入力
・デジタルアーカイブでの検索，翻
訳
など様々な用途に活用
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１．はじめに

© JEITA

製品分類

専用スキャナ＋ソフトウェア提供

ソフトウェア提供

サービス提供

基幹系業務を中心に高速読み取りのニーズに対応

1960～ 1980～ 2000～ 2020～

各種業務での読み取りニーズに柔軟
に対応

SaaS形態により利用しやすい

デバイスタイプ

ソフトウェアタイプ

ソリューションサービス ソリューションサービス
帳票設計・導入サービスなど

サービスタイプ

ソフトウェア・
サービスタイプ
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２．OCR市場動向調査
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OCRの状況

AI技術活用による適用業務の拡大

・フリーエリアの手書き文字の読み取り，
非定型帳票への対応拡大

（AI-OCR）

・クラウドサービスの拡大

・大規模言語モデル(LLM)による生成
AI活用（適用範囲のさらなる拡大）

DX(デジタルトランスフォーメーション）への活用

・手書きの申請書や企業間で取引される請
求書など，各種業務の帳票のデジタル化

・RPAとの連携/業務効率化・自動化

・eKYC/本人認証の効率化

・非定型業務でのデータ活用
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2025年の市場規模および2028年までの見通しを調査
■調査対象

・国内向けOCR製品

■調査方法
・実績データは調査対象8社へのアンケートにより集計
・外部業者に委託し，数列的分析による見通しを作成
・見通しに対して，委員会にてコメントを作成

■製品区分

© JEITA

2．OCR市場動向調査

補足調査対象製品区分

OCR専用スキャナと文字認識部を同時提供する製品台数，金額デバイスタイプ

OCRソフトウェアのみを提供（パッケージ／クラウドサービス）
※参考:ITR社委託によるJEITA会員外企業の調査も実施

金額ソフトウェア・サービス
タイプ

OCR製品に関する有償サービス
OCRシステムの開発，帳票設計などのコンサルティング，セットアップ，
教育，保守サービスなど

金額ソリューションサービス
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対前年比 32%減

2025年実績 約62億円

2028年見通し 約93億円
2026年以降，90億円前後で推移する見通し

2．OCR市場動向調査

OCR市場全体
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対前年比 台数 54％減 金額 42%減
2023年から2024年にかけてデスクスタンドスキャナータイプの製品が大量出荷され
た。2025年は需要の谷間にあると考える。

2025年実績 約3千台 31億円

2028年見通し 約7千台 53億円

2．OCR市場動向調査

デバイスタイプ動向
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対前年比 金額 35%減
サービス提供への移行が主要因と考えている。

2025年実績 約8億円

2028年見通し 約14億円

2．OCR市場動向調査

ソフトウェア・サービスタイプ動向
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142億円129億円

参考 JEITA会員以外を含む

国内企業集計結果 約142億円

※ITR社委託による調査
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2．OCR市場動向調査

© JEITA

対前年比 金額 7%減
帳票設計や設定など，比較的安定した需要が見込まれる

2025年実績 約23億円

2028年見通し 約26億円

ソリューションサービス動向
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3. OCR利用者動向調査

© JEITA

OCR製品を利用するユーザ（個人を除く）に対して、2～3年毎に実施

各製品/サービスの利用状況と今後の利活用に対する考え方や方向性を調査

■調査対象

・OCR/AI-OCR製品の利用者（ビジネスユースに限定）

・製品の選定・決裁および運用管理の責任者クラス

■調査方法

・Web上でのアンケート調査

・実施期間: 2025年12月8日～12月11日

310サンプル



13

3. OCR利用者動向調査
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 OCR製品の利用方式／形態
製品利用者全体に占めるOCR(ハード・ソフトのみ)の利用率は39％、OCR・AI-OCR製品併用の利用率が48.1％、
AIOCRのみの利用率が12.9%であった。AI-OCRが広く使われていることが確認できる。
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病院・医療機関・介護福祉施設

運輸・交通・物流
ユーティリティ

製造
流通（小売・卸売・商社など）
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3. OCR利用者動向調査
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 処理する帳票の種類(複数回答)
OCRで処理している帳票に関する設問。見積伝票、請求書・納品書・領収証、受発注伝票が多い。過去には受発注伝票
が首位であったが、技術向上により非定型の請求書・領収書が増えている。

単位%（計=270)
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33.7 
32.6 
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35.2 
29.3 

32.6 
35.9 

31.1 
5.2 

見積伝票
請求書・納品書・領収書等

受発注伝票
売上伝票

棚卸表
在庫管理表

配送伝票
仕入伝票
購入伝票
為替伝票

倉庫品払出
その他伝票
人事記録
考課記録

残業時間管理
出退勤管理

出張旅費精算
その他の人事関係
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本人確認書類*
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入学願書

履修届
採点集計
アンケート

その他の学校関係書類
レセプト

健診用紙
検査用紙

その他の医療／介護関係書類
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3. OCR利用者動向調査

© JEITA

 処理する帳票の種類(重複回答:続き)

単位%（計=270)

*運転免許証・マイナンバー・パスポートなど
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3. OCR利用者動向調査
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 読み込んでいる用紙の種類（複数回答）
過去にはOCR用紙(マークシート同様の黄色い紙)が数多く使われていたが、普通紙の利用が広がっている。伝票に使われる
ノンカーボン・裏カーボン・シーリングも増加傾向で、これらの帳票は一般のイメージスキャナーでは搬送できない場合が多く、
OCR専用スキャナーの堅調な需要の一因になっている。
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3. OCR利用者動向調査
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 読み取りで利用する「入力ツール」（複数回答）
OCRで利用する入力ツールは、「イメージスキャナ・複合機」が最多となり9割に達した。また、スマートフォンやデジタルカメラ、専
用機器（オーバーヘッドスキャナー等）のカメラからの読み取りも67.0%と7割近くとなった。世界的には消滅しつつあるFAXも、
OCRでは根強い需要がある。
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

文字認識精度が向上

手書き文字でも読み取りできる

フォーマットが異なる帳票にも対応

他システムとの連携がしやすい

読取後の修正作業の負担が少ない
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強く感じる やや感じる どちらとも言えない あまり感じない まったく感じない

3. OCR利用者動向調査
 AI-OCRの活用効果（メリットは何か）

AI-OCRの効果（メリット）について見ると、最も「強く感じる」が多かったのは、文字・数値の読取・認識率の向上で、これに
次いで、読取後の補正作業の負担が減少したと「強く感じる」ユーザが39.7%となった。
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81%

44%

65%

30%
23%

75%

56%

75%

37%

24%

0.00%

20.00%
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60.00%

80.00%

100.00%

運転免許証 住民票の写し マイナンバーカード パスポート 在留カード・

特別永住者証明書
2023年 2025年

3. OCR利用者動向調査
 本人確認で読み込んでいる情報(複数回答)

本人確認書類OCRにおいて利用している本人確認書類を問う設問である。2023年以前の調査では健康保険証も利用さ
れていたが、健康保険証の廃止により設問から除外している。マイナンバーカードの利用が増えていることが見て取れる。
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４. おわりに

▍2026年度 活動予定

市場動向調査

製品動向調査

勉強会開催

© JEITA

ＯＣＲ調査市場動向調査、ＯＣＲ製品動向調査の詳細な情報については、
“OCRに関する調査報告書”として纏めましたので、
ご購入を検討頂ければ幸いです。


